
         下鴨教育方針       京都市立下鴨小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 

学びを創造し、共に挑戦する子どもの育成 

学校教育目標 

めざす子ども像 

【主体性】 

【独自性】 

【創造力】 

【継続力】 

【人権感覚】 

【協働性・仲間意識・所属感】 

【社会性】 

【行動力】 

【自己実現】          【将来展望】            【レジリエンス】 

納得解を導く力 

〈下鴨小の「ａ・ｉ・ｕ・ｅ・ｏ」〉 

○a mbition 

○I nnovation 

○u nity 

○e steem 

○o riginality 

：見通しをもった志のある子 

：新たなことにチャレンジする子 

：共に力を合わせる子 

：自分も相手も大切にする子 

：自分らしい学びを創り出す子 

育成をめざす資質・能力 

教科横断的に本資質・能力を重点的に育むと同時に、本校教育活動全般に
わたりその成果が表れるようにする。 

 
〈主な手立て〉 
 

▶「自分なり」が表れる場の設定 
 

 ▶自分で学び方を選択・決定する場の設定 
 

▶自分の学びを整理し、次への方略を明らかにする振り返り 
 

▶先哲の考え方、自分、他者との対話の場の設定 
 

▶学習環境の整備 
 

 ▶各教科の見方・考え方を子ども自身で働かせることができるような発問、
授業デザイン 
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「想像力」‥‥俯瞰的な眼をもち、先を見通す力と、子どものおもい、保
護者の願い、教職員の気持ちを想像する力 

 

「創造力」‥‥子どもを成長させる取組やプロセスを創造する力 
 

「実践力」‥‥温度差なく「共通実践」する力 

めざす学校像 

めざす教職員像 

感動ある学びを追求するための 

「想像力」と「創造力」、そして「実践力」がある教職員 

次代を見据え、子どもを育むための効果的で効率的な取組のある学校 

「取組なきところに成果なし」 

 

「授業で育てる」 
  ◇育成をめざす資質・能力にスポットを当てる 
    

  ◇学習集団へ高める 
    

◇子どもの力を活用して子どもを育てる 〈「令和の日本型教育」〉 

  ◇学びの実感、納得のあるプロセスを大切にして進める 

 

「まなざしで育てる」 
  ◇異学年間のまなざし 
    

  ◇教職員から子どもへのまなざし 
    

  ◇子どもから教職員へのまなざし 
    

 

「『効果』『成果』にこだわる」 
  ◇「効果」「成果」のある取組にするために 
    

  ◇「効果」「成果」の可視化 
    

 

「地域・保護者と共に育てる」 
  ◇保護者の願いやおもいを十分に聴く 〈傾聴〉 
    

  ◇保護者・地域との連携強化は間断ない情報発信から 
    

 


